
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
長

の
別
　
（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

北
都
留
郡
丹
波
山
村
字
杉
奈
久
保
四
二
〇
六
番
一

旧

六
・
七
〜

一
八
二
・
九

地
先
か
ら

二
六
・
九

北
都
留
郡
丹
波
山
村
字
親
川
三
九
一
五
番
一
地
先

ま
で

新

一
六
・
四
〜

一
八
二
・
九

三
四
・
三

新

一
六
・
四
〜

一
九
八
・
六

三
四
・
三

山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
五
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
峡
東
建
設
事
務
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
指
定
の
年
月
日

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

二
　
指
定
道
路
の
位
置

笛
吹
市
石
和
町
八
田
字
大
郭
八
十
三
番
四

三
　
指
定
道
路
の
幅
員

六
・
〇
二
メ
ー
ト
ル

四
　
指
定
道
路
の
延
長

三
十
四
・
〇
七
メ
ー
ト
ル

公
　
　
　
告

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

通
知
の
内
容
を
早
川
町
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
道
路
の
区
域
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
六
三

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路
位
置
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
六
三

公
　
　
　
告

○
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
六
三

○
公
共
測
量
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
六
六

○
開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
六
六

監
査
委
員

○
監
査
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
六
七

公
安
委
員
会

○
信
号
機
の
設
置
等
交
通
規
制
の
告
示
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
九
四

そ
　
の
　
他

○
審
理
の
開
始
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
九
七

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
七
月
十
一
日
ま

で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
四
一
一
号

三
　
道
路
の
区
域

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

五
六
三

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
八
年

六
月
二
十
日

第
二
千
六
百
十
四
号

月　曜　日



指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

南
巨
摩
郡
早
川
町
雨
畑
字
吉
沢
二
七
八
七
の
三
、
二
七
八
七
　
長
田
又
二
、
荏
本
俊
雄

の
四

南
巨
摩
郡
早
川
町
黒
桂
字
生
木
割
七
八
七
の
七
、
七
八
七
の
　
武
藤
か
ほ
る
、
村
田
富
義
、
望
月

一
一
か
ら
七
八
七
の
一
七
ま
で
、
七
八
七
の
二
〇
、
七
八
七
　
米
、
望
月
誠
一
、
望
月
●
御
、
望

の
二
二
、
七
八
七
の
二
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
三
恵
子

南
巨
摩
郡
早
川
町
黒
桂
字
生
木
割
七
八
七
の
九
　

望
月
米

南
巨
摩
郡
早
川
町
黒
桂
字
生
木
割
七
八
七
の
一
八
　

望
月
健
一
、
望
月
誠
一

南
巨
摩
郡
早
川
町
黒
桂
字
生
木
割
七
八
七
の
五
　

望
月
憲
芳
、
望
月
光
子

南
巨
摩
郡
早
川
町
草
塩
字
下
霞
八
七
一
　

●
橋
通
正
、
佐
野
金
三
、
佐
野
清

八
、
深
沢
一
、
深
沢
新
一
、
深
沢

久
光
、
藤
原
正
三
、
望
月
一
精
、

望
月
義
幸
、
望
月
栄
、
望
月
●
智

雄
、
渡
辺
幸
來
、
高
橋
万
典
、
小

管
衛
、
佐
野
清
、
深
沢
正
行
、
望

月
宗
正
、
佐
野
延
雄

南
巨
摩
郡
早
川
町
草
塩
字
下
霞
八
七
二
の
二
、
字
上
ノ
原
八

佐
野
延
雄
、
近
藤
昌
信
、
佐
野
茂

一
九
の
四
　

十
郎
、
佐
野
俊
通
、
佐
野
清
吉
、

高
橋
定
治
郎
、
高
橋
寿
策
、
深
沢

一
良
、
深
沢
清
晴
、
深
沢
友
次
郎
、

藤
原
一
徳
、
藤
原
芳
、
望
月
勇
、

望
月
市
太
郎
、
望
月
清
重
、
望
月

重
團
、
望
月
武
、
望
月
虎
男
、
望

月
芳
太
郎
、
望
月
保
之
助
、
望
月

與
吉
、
渡
辺
竹
重

南
巨
摩
郡
早
川
町
草
塩
字
上
霞
九
八
二
　

高
橋
万
典
、
小
菅
衛
、
佐
野
清
、

深
沢
正
行
、
望
月
宗
正
、
佐
野
サ

ト
、
望
月
金
三
、
望
月
通
正
、
望

月
栄

南
巨
摩
郡
早
川
町
奈
良
田
字
鰍
水
一
〇
五
三
の
一

深
沢
ア
サ
ギ
ク
、
深
沢
安
太
郎
、

深
沢
宇
三
郎
、
深
沢
栄
造
、
深
沢

音
吉
、
深
沢
亀
吉
、
深
沢
亀
治
郎
、

深
沢
菊
一
、
深
沢
金
高
、
深
沢
銀

作
、
深
沢
金
十
郎
、
深
沢
國
定
、

深
沢
倉
作
、
深
沢
兼
義
、
深
沢
孝
、

深
沢
高
之
助
、
深
沢
好
太
郎
、
深

沢
吾
作
、
深
沢
駒
吉
、
深
沢
重
作
、

深
沢
宗
次
、
深
沢
庄
吉
、
深
沢
庄

五
郎
、
深
沢
清
次
、
深
沢
隆
晴
、

深
沢
武
久
、
深
沢
武
八
、
深
沢
忠

雄
、
深
沢
常
次
郎
、
深
沢
鶴
吉
、

深
沢
定
太
郎
、
深
沢
鉄
作
、
深
沢

鉄
助
、
深
沢
豊
太
郎
、
深
沢
寅
弥
、

深
沢
寅
義
、
深
沢
藤
五
郎
、
深
沢

文
吉
、
深
沢
兵
策
、
深
沢
正
志
、

深
沢
弥
吉
、
深
沢
義
正
、
深
沢
立

男
、
深
沢
●
次
郎
、
深
沢
栄
吉
、

深
沢
駿
、
深
沢
酉
之
助

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
後
草
里
二
一
一
七
の
三
、
字
滝
上
二

川
口
源
作
、
近
藤
国
太
郎
、
近
藤

〇
〇
三
、
字
天
が
れ
一
九
〇
四
の
二
、
字
鑛
慶
二
一
二
二
の

貞
一
、
近
藤
義
金
、
高
橋
三
朗
、

一
、
二
一
二
三
の
一
、
二
一
三
八
、
二
一
四
〇
　

谷
沢
善
市
、
樋
川
透
重
、
保
泉
伝

十
郎
、
望
月
宇
重
、
望
月
一
喜
、

望
月
亀
太
郎
、
望
月
喜
観
、
望
月

清
、
望
月
金
十
郎
、
望
月
金
太
郎
、

望
月
兼
安
、
望
月
敏
則
、
望
月
三

穂
、
望
月
七
之
助
、
望
月
善
次
、

望
月
善
清
、
望
月
頼
知
、
望
月
忠

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
六
四



重
、
望
月
照
慶
、
望
月
徳
重
、
望

月
秀
政
、
望
月
広
作
、
望
月
福
太

郎
、
望
月
福
督
、
望
月
兵
作
、
望

月
芳
一
、
望
月
法
太
郎
、
望
月
道

則
、
望
月
義
昭
、
近
藤
知
安
、
近

藤
暦
晴

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
早
川
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。）

四
　
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
予
定
の
告
示

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
一
日
山
梨
県
告
示
第
百
六
十
一
号

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
が
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

通
知
の
内
容
を
早
川
町
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所
　

通
知
の
相
手
方

南
巨
摩
郡
早
川
町
雨
畑
字
遠
沢
三
五
三
六
の
一
、
三
五
三
六

望
月
長
治

の
三

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
押
越
二
五
三
四
、
二
五
三
八
か

西
田
妙
子

ら
二
五
四
〇
ま
で
、
二
五
四
三
の
内
一

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
押
越
二
五
三
八

無
限
責
任
五
箇
村
塩
之
上
負
債
整

理
組
合

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
新
大
久
保
二
三
五
二
の
一

臼
田
き
志
、
深
澤
き
み
ゑ
、
深
沢

豊
、
臼
田
金
勢

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
新
大
久
保
二
三
五
二
の
二
（
次

川
村
謙
二

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
二
三
五
二
の
三

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
梨
木
畑
二
六
〇
二
、
二
六
一
一
、
望
月
喜
時

二
六
一
三
、
二
六
二
二

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
梨
木
畑
二
六
〇
四
、
二
六
〇
九
、
望
月
宗
利

二
六
一
二
、
二
六
一
六
、
二
六
一
八
、
二
六
一
八
の
内
三
、

二
六
三
五

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
梨
木
畑
二
六
四
〇
、
二
六
四
〇

西
田
金
重
、
西
田
五
朗
、
西
田
彦

の
三
、
二
六
四
〇
の
内
一

十
朗
、
深
澤
吉
松
、
望
月
博
、
臼

田
金
勢

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
朗
場
二
六
四
四

西
田
五
朗
、
大
野
信
虎
、
天
野
大

吉

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
朗
場
二
六
四
二

五
箇
村
森
林
組
合

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
朗
場
二
六
四
九
（
次
の
図
に
示

川
口
猪
之
松
、
臼
田
金
勢

す
部
分
に
限
る
。）

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
朗
場
二
六
四
五
の
一
・
二
六
四

大
野
一
男
、
望
月
正
秀
、
望
月
照

八
の
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
六
五



。）、
二
六
四
五
の
四

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
梨
木
畑
二
六
二
八
　

望
月
照

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
朗
場
二
六
四
五
の
三
　

大
野
悦
三
、
佐
野
時
治
郎
、
望
月

喜
時
、
望
月
正
作
、
望
月
光
吉
、

望
月
ま
つ
子

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
朗
場
二
六
四
五
の
五
、
二
六
四

望
月
信
雄

五
の
八
、
二
六
四
五
の
九

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
朗
場
二
六
五
〇
の
一
　

深
澤
長
作
、
深
澤
萬
平
、
深
澤
良

知
、
望
月
今
一
、
望
月
栄
吉
、
望

月
古
吉

南
巨
摩
郡
早
川
町
塩
之
上
字
朗
場
二
六
四
二
（
次
の
図
に
示

望
月
稔

す
部
分
に
限
る
。）、
二
六
四
二
の
内
二

南
巨
摩
郡
早
川
町
京
ヶ
島
字
上
ノ
山
一
三
一
六
、
一
三
一
六
　
京
島
永
安
、
望
月
孝
明

の
二
、
一
三
一
六
の
三
、
一
三
一
七

南
巨
摩
郡
早
川
町
千
須
和
字
宮
ノ
平
二
三
九
九
、
二
四
〇
〇
　
秋
山
茂
●
、
近
藤
嘉
吉
、
長
谷
川

経
正
、
長
谷
川
さ
く
、
長
谷
川
善

守
、
宮
城
川
盛
、
村
田
ま
ん
、
望

月
一
郎
、
望
月
市
猶
、
望
月
行
士
、

望
月
常
林
、
望
月
萬
福
、
望
月
み

ち
、
望
月
民
喜
、
望
月
勇
一
、
望

月
豊
、
望
月
要
、
望
月
逸
雄
、
村

田
殆
治

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
大
上
双
里
二
〇
五
五
、
二
〇
六
九
、

望
月
均

二
〇
七
〇

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
大
上
双
里
二
〇
五
七
　

望
月
秀
男

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
鑛
慶
二
一
三
九
の
三
　

望
月
廣
作

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
早

川
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四
　
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
予
定
の
告
示

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
一
日
山
梨
県
告
示
第
百
六
十
二
号

公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
山
梨
県
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、

同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一

測
量
の
種
類
　
公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
、
現
地
測
量
（
数
値
地
形
図
作
成
）、
路
線
測
量
及
び

用
地
測
量
）

二
　
測
量
の
地
域
　
北
杜
市
白
州
町
台
ヶ
原
地
内

三
　
測
量
の
期
間
　
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
六
六



一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
小
立
字
呉
井
塚
三
七
七
一
の
一
、
三
七
七
一
の
二
、
三
七
七
一
の
三
、

三
七
七
一
の
四
、
三
七
七
一
の
五
、
三
七
七
一
の
六
、
三
七
七
一
の
七
、
三
七
七
一
の
八
、
三
七
七

一
の
九
、
三
七
七
一
の
一
〇
、
三
七
七
一
の
一
一
、
三
七
七
一
の
一
二
、
三
七
七
一
の
一
三
及
び
三

七
七
七
の
六
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
路
　
公
園
　
　
　
　
　
次
の
図
の
と
お
り

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
及
び
富
士
河

口
湖
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

●
●
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河
口
二
千
八
百
一
番
地
の
五
●
有
限
会
社
オ
ー
ル
ド
ホ
ー
ム
ズ
●
代
表

取
締
役
●
古
屋
茂監

査
委
員

山
梨
県
監
査
委
員
告
示
第
四
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
九
十
九
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
監

査
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
つ
い
て
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

山
梨
県
監
査
委
員
　
　
小
　
　
野
　
　
　
　
　
浩

同
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
　
泉
　
　
久
　
　
司

同
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
　
邉
　
　
英
　
　
機

同
　
　
　
　
　
　
　
　
白
　
　
壁
　
　
賢
　
　
一

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
六
七



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
六
八



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
六
九



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
七
〇



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
七
一



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
七
二



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
七
三



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
七
四



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
七
五



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
七
六



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
七
七



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
七
八



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
七
九



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
八
〇



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
八
一



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
八
二


